
H18（2006）.4.13

1 広報しんおんせん（4月号）

広　報

しんおんせん

　県立但馬牧場公園で 4 月 17 日、シーズンの幕開けを告げる「春の装いフェア」が開催
され、但馬ビーフの無料振る舞いやカウボーイゲームなどを楽しむ親子連れなどでにぎわ
いました。1 着のウサギを予想するウサギレースでは、各レース 4 匹のウサギが登場。途
中で立ち止まるウサギもあり、子どもたちの「がんばれ、がんばれ」の声援と拍手を受け
ながら、なんとかゴールにたどり着いていました。県立但馬牧場公園では、今年も動物た
ちとのふれあいやそば打ち体験など多彩なイベントが開催されます。

●平成２３年度教育構想……………………… 2 ページ

●消防団出初式・義援金のお知らせ………… 4 ページ

●町の財政状況をお知らせします…………… 8 ページ

●すけっちしんおんせん…………………… 16 ページ

●くらしの情報……………………………… 18 ページ 5
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5 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐ 安らぎと憩いの空間　新温泉町 ‐
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町政のうごきから
  

生
涯
に
わ
た
っ
て
生
き
生
き
と
輝
く
教
育
を
め
ざ
す

  　
平
成
23
年
度
新
温
泉
町
教
育
構
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
最
重
点
目
標
》　

基
本
的
生
活
習
慣
の
定
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
あ
い
さ
つ
・
そ
う
じ
・
あ
と
し
ま
つ
」

　

新
温
泉
町
教
育
委
員
会
は
「
生
涯
に
わ
た
っ
て

生
き
生
き
と
輝
く
教
育
を
め
ざ
す
」
と
い
う
視
点

に
立
ち
、
平
成
23
年
度
の
教
育
構
想
を
策
定
し
ま

し
た
。
こ
の
構
想
を
も
と
に
、
教
育
の
分
野
か
ら

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

環
境
づ
く
り
、
施
策
を
進
め
ま
す
。

　

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
は
、「
ブ
ロ
ー
ク
ン
ウ
ィ
ン
ド

ウ
ズ
理
論
」
に
基
づ
い
て
、
基
礎
基
本
の
重
要

性
を
再
認
識
し
、「
基
本
的
生
活
習
慣
の
定
着

～
あ
い
さ
つ
・
そ
う
じ
・
あ
と
し
ま
つ
」
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
一
定
の
成
果
を
得
た
と

判
断
し
た
の
で
、
今
年
度
も
引
き
続
き
こ
の
実

践
、
定
着
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
あ
い
さ
つ
を
す
る
」、「
身
の
回
り
の
整
理

整
頓
、
掃
除
を
す
る
」
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に

当
た
り
前
の
こ
と
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
で
、
ク

ラ
ス
の
雰
囲
気
を
改
善
し
、
子
ど
も
た
ち
の
生

活
を
安
定
さ
せ
、
学
習
へ
の
意
欲
が
向
上
す
る

と
考
え
ま
す
。

　

学
校
な
ど
教
育
現
場
で
は
も
ち
ろ
ん
指
導
し

て
い
き
ま
す
が
、
家
庭
や
地
域
で
の
見
守
り
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
ブ
ロ
ー
ク
ン
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
理
論
と

は
、「
割
れ
窓
理
論
」
と
い
わ
れ
、

身
の
回
り
の
小
さ
な
乱
れ
に
い
ち

早
く
対
応
す
る
こ
と
は
、
将
来
発

生
し
得
る
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
効

果
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
小

さ
な
秩
序
の
乱
れ
が
、
社
会
全
体

の
モ
ラ
ル
の
低
下
や
環
境
の
悪
化

に
つ
な
が
り
ま
す
。
例
え
ば
、
教

室
に
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
れ
ば
「
自

分
が
少
し
く
ら
い
捨
て
て
も
大
丈

夫
」
と
思
う
子
ど
も
も
出
て
き
て
、

そ
の
小
さ
な
積
み
重
ね
が
、
学
級

全
体
の
規
律
を
乱
す
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

１　

自
立
的
に
生
き
る
力
を
培
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

創
造
性
を
伸
ば
す
教
育
の
推
進

　

子
ど
も
た
ち
が
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
に
は
、
生

涯
を
通
し
て
自
主
的
に
学
ぶ
習
慣
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

「
確
か
な
学
力
」「
豊
か
な
心
」「
健
や
か
な
体
」
な
ど
の
「
生

き
る
力
」
を
育
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

①
学
習
指
導

②
情
報
教
育

③
進
路
指
導（
キ
ャ
リ
ア
教
育
、職
業
教
育
）

④
道
徳
教
育

⑤
伝
統
と
文
化
に
関
す
る
教
育

⑥
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動

⑦
食
育
を
は
じ
め
と
し
た
健
康
教
育

⑧
特
別
支
援
教
育

給食を通じて「食育」も

毎日のあいさつ運動（浜坂北小）と掃除の時間（夢が丘中）



3

H23（2011）.5.12

広報しんおんせん（５月号）

町政のうごきから

　・ふるさとを愛し人と自然にやさしく未来を切り拓く人
　・夢や希望を持ち自ら進んで学び続ける人
　・心も体も健康で豊かな人間関係を築く人

２
「
体
験
教
育
」
を
は
じ
め
特
色
あ
る
教
育
の
推
進

　

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
な
ど
を
育
む

た
め
、
自
然
体
験
や
社
会
体
験
な
ど
を
通
し
て
て
た
く
ま

し
く
生
き
る
力
を
育
む
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

小
学
生
の
「
環
境
体
験
事
業
」
や
「
自
然
学
校
」、
中
学

生
の
「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」、特
別
支
援
学
校
の
「
Ｙ

Ｕ
・
ら
い
ふ
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
な
ど
一
層
推
進
し
ま
す
。

５　

だ
れ
も
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
地
域
社
会
に

　
　
　
　
　
　

参
画
す
る
生
涯
学
習
社
会
づ
く
り
の
推
進

　

生
涯
に
わ
た
り
自
己
実
現
を
図
り
、
学
習
機
会
を
選
択

し
て
学
べ
る
よ
う
、
生
涯
学
習
に
関
す
る
積
極
的
な
情
報

提
供
な
ど
学
習
へ
の
支
援
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

読
書
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
養
成
な
ど
学
び
の
成
長
を
生
か
す

取
組
み
を
進
め
ま
す
。
地
域
に
根
ざ
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
21
な
ど
に
取
り
組
む
な
ど
、
町
民
の
健
康
・
体
力
の
増

進
を
図
り
ま
す
。

４　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

　

学
校
へ
の
信
頼
の
確
立
に
は
、
教
職
員
の
資
質
能
力
の

向
上
と
協
働
に
よ
る
学
校
の
組
織
の
強
化
が
不
可
欠
で
す
。

教
職
員
が
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
、
地
域
の
人
々
か
ら
の

期
待
や
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
意
欲
を
持
っ
て
研
究
・

実
践
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
学
校
の
課
題
に
応
じ
た
研

修
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

３　

子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
支
え
る
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
の
強
化

　

学
校
、
家
庭
、
地
域
が
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、
連
携
・

協
力
し
て
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
む
た
め
、
地
域
教
育

推
進
事
業
や
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
等
を
実
施
し
ま

す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
支

援
を
得
な
が
ら
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
力
体

制
を
強
化
し
、
特
色
あ
る
教
育
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

①
体
験
活
動

②
環
境
教
育

③
防
災
教
育

④
人
権
教
育

⑤
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
教

育
・
国
際
化
に
対
応
し
た
教
育

①
教
職
員
の
協
働
体
制

②
教
職
員
と
し
て
の
資
質
と
実
践
的
指
導
力

③
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

④
学
校
安
全
と
危
機
管
理
体
制

⑤
児
童
生
徒
理
解
に
基
づ
く
生
徒
指
導

①
家
庭
と
地
域
の
教
育
力

①
社
会
教
育
の
基
盤
づ
く
り

②
学
習
活
動
の
支
援
と
成
果
を
社
会
に
生

　

か
す
仕
組
み
の
構
築

③
生
涯
に
わ
た
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動

　  生涯にわたって生き生きと輝く教育をめざす

全
文
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
７

  新温泉町のめざす人づくり

クラシックパークの学校訪問
地域の人が講師として
体験教育

外国語指導助手と日常的に
英語で交流

生涯にわたって人権学習
（近隣文化祭）
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町政のうごきから
　

新
温
泉
町
消
防
団
の
出
初
式
が
４
月

３
日
、浜
坂
す
こ
や
か
広
場
で
行
わ
れ
、

西
岡
安
雄
団
長
以
下
４
９
６
人
の
団
員

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
ま
ず
東
日
本
大
震
災
の

犠
牲
者
ら
に
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

岡
本
町
長
は
「
わ
が
町
で
も
防
火
防
災

の
要
と
し
て
、
町
民
の
生
活
を
支
え
て

ほ
し
い
」
と
団
員
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
各
分
団
と
美
方
広
域

消
防
本
部
の
消
防
車
両
が
町
内
を
パ

レ
ー
ド
。
岸
田
川
河
川
敷
で
一
斉
放
水

を
行
い
ま
し
た
。
団
員
た
ち
は
、防
災
・

防
火
活
動
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。

新
温
泉
町
消
防
団（
７
４
７
人
）

　
　
　
　
（
分
団
長
以
上
、
敬
称
略
）

▽
団
長　

西
岡
安
雄

【
浜
坂
支
団
（
４
４
３
人
）】

▽
支
団
長　
　

宇
野
正
宏

▽
副
団
長　

稲
葉
三
夫
、
松
上
鉄
雄

▽
分
団
長

　

❖
支
団
本
部　

西
垣
宏
一
、
岡
本
好

生
、
谷
村
俊
次
、
宮
崎　

清
、
坂
本

良
治
、
植
村
匡
継

　

❖
浜
坂
第
１
分
団　

下
雅
意
治
幸

　

❖
浜
坂
第
２
分
団　

井
上
賢
治

　

❖
浜
坂
第
３
分
団　

下
雅
意
政
浩

　

❖
浜
坂
第
４
分
団　

池
田
裕
司

　

❖
浜
坂
第
５
分
団　

田
中
陽
治
郎

　

❖
浜
坂
第
６
分
団　

小
西
富
夫

　

❖
浜
坂
第
７
分
団　

中
島
正
俊

　

❖
浜
坂
第
８
分
団　

島
田
政
実

　

❖
浜
坂
第
９
分
団　

堀
江
正
則

　

❖
浜
坂
第
10
分
団　

久
瀬　

剛

　

❖
浜
坂
第
11
分
団　

岡
村
知
広

 
防
火
防
災
の
要
で
す　

　
　
　
　
　
　

 

新
温
泉
町
消
防
団
出
初
式

　

❖
浜
坂
第
12
分
団　

岡
本　

忍

　

❖
浜
坂
第
13
分
団　

浜
根
美
智
男

　

❖
浜
坂
第
14
分
団　

因
幡
幸
弘

【
温
泉
支
団
（
３
０
３
人
）】

▽
支
団
長　
　

井
上
知
明

▽
副
団
長　

山
本　

司
、
奈
良
義
孝

▽
分
団
長

　

❖
支
団
本
部　
　
　

坂
本　

聡

　

❖
温
泉
第
１
分
団　

角
田
和
寿

　

❖
温
泉
第
２
分
団　

河
越
交
功

　

❖
温
泉
第
３
分
団　

池
田
秀
好

　

❖
温
泉
第
４
分
団　

西
澤
正
和

　

❖
温
泉
第
５
分
団　

村
尾
忠
司

　

❖
温
泉
第
６
分
団　

高
垣
比
呂
彦

　

❖
温
泉
第
７
分
団　

前
谷　

斉

  一日も早い復興を願って　東日本大震災

ご支援ありがとうございました
これからもご協力をお願いします
　新温泉町では被災された方々を支援するため、
住民の皆さまや企業から寄せられた義援金や支援
物資の搬送、町職員の派遣を行っています。
　今後も随時、支援を行う予定です。皆さまのご
協力をお願いします。
■ 義 援 金　 皆 さ ま か ら 寄 せ ら れ た 義 援 金 は、
４０８万１，２６５円に上りました（４月末現在）。
5 月 6 日、東日本大震災兵庫県義援金募集委員会
へ送金しました。ご協力ありがとうございました。
また、新温泉町としても 4 月 28 日、岩手・宮城・
福島県に対して災害見舞金として 100 万円を送
金しました。なお、募金箱を 6 月 30 日まで、町
内 19 ヵ所に設置しています。
■支援物資　4 月 12 日、ランドセルと文房具の
受付を行い、563 個のランドセルと鉛筆やノー
トなど多くの文房具をＮＰＯ法人日本を美しくす
る会を通じて被災児童に届けました。
■職員派遣　4 月 8 日から職員を２名ずつ、宮城
県石巻市支援本部に派遣
し、関西広域連合宮城県
チームの一員として、罹
災家屋被害調査などに従
事。給水支援として 4 月 19 日から水道職員を１
名ずつ派遣し、岩手県陸前高田市や気仙郡住田町
で給水活動を行っています。5 月 8 日からは税務
課職員 1 名（家屋被害認定士）を宮城県多賀城
市へ派遣し、被害認定業務の支援を行っています。

規律正しく分列行進
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町政のうごきから

「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案・要望などを書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

町
民
バ
ス
照
来
循
環
線
で　

牧
場
公
園
を
経
由
す
る
便
を

運
行
し
て
は
ど
う
か

　

牧
場
公
園
に
町
民
バ
ス
を
利
用
し

て
行
く
た
め
に
は
、
丹
土
バ
ス
停
か

ら
５
百
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
上
り
坂
を

歩
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
観
光
客
や

子
ど
も
だ
け
で
も
牧
場
公
園
に
行
け

る
よ
う
に
、
牧
場
公
園
経
由
の
バ
ス

を
つ
く
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

        　

 　
　
　
　
　
（
10
代　

男
性
）

―

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き―

　

皆
さ
ま
の
声
に
お
答
え
し
ま
す

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
2
名
の
方
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
バ
ッ
ジ
を

販
売
し
て
は
ど
う
か

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
が
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
盟
し

た
記
念
に
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
や
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ロ
ゴ
を
バ
ッ
ジ
に

し
て
販
売
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

    　

 （
30
代　

女
性
）

　

現
在
、
町
民
バ
ス
は
、
高
齢
者
の
移

動
手
段
の
ほ
か
小
中
学
生
の
通
学
を
目

的
と
し
て
運
行
し
て
い
ま
す
。
路
線
や

ダ
イ
ヤ
の
編
成
に
つ
い
て
は
、
住
民
の

皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
毎
年
改

正
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
バ
ス
の
利
用
者
は
年
々
減
少

し
、
運
行
の
存
続
も
厳
し
い
状
況
で

す
。
以
前
は
、
住
民
生
活
の
ほ
か
、
観

光
目
的
の
利
用
も
多
く
、
バ
ス
業
界
は

　

ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
心
を
も
っ
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
残
念

で
す
が
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
と
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
の
ロ
ゴ
は
、
販
売
目
的
で
使

用
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
変
活
気
が
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
自

家
用
車
の
普
及
な
ど

に
よ
っ
て
、
観
光
客

の
移
動
手
段
も
大
き

く
様
変
わ
り
し
、
湯
村
温
泉
を
は
じ
め

と
す
る
本
町
の
観
光
客
も
自
家
用
車
に

よ
る
も
の
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
の
ロ
ゴ
に
つ

い
て
は
、
本
町
の
特

産
物
な
ど
に
印
刷
、

貼
付
し
て
販
売
し
て

い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
訪

れ
た
方
の
記
念
に
な
る
よ
う
な
ジ
オ

パ
ー
ク
グ
ッ
ズ
の
拡
大
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。（
商
工
観
光
課
長  

田
中  

豊
）

※
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
は
奇
数
月
に
そ

の
回
答
と
あ
わ
せ
て
本
誌
で
紹
介
し

ま
す
。
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
年
２
回

ま
で
、
３
回
目
以
降
は
個
別
に
お
答
え

し
ま
す
。
な
お
、
ご
提
案
い
た
だ
い
た

文
章
は
、
編
集
の
都
合
で
一
部
修
正
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

町
民
バ
ス
の
運
行
の
考
え
方
は
、

厳
し
い
運
行
経
費
の
中
、
お
年
寄
り

や
子
ど
も
な
ど
交
通
弱
者
の
日
常
生

活
に
お
け
る
移
動
手
段
を
確
保
す
る

こ
と
を
重
点
に
し
て
い
ま
す
。
実
際

の
配
車
や
ダ
イ
ヤ
編
成
は
、
通
院
や

通
学
の
時
間
帯
に
支
障
の
な
い
必
要

最
小
限
の
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
特
に
平
日
の
観
光
客

へ
の
対
応
は
難
し
い
状
況
で
す
。

　

今
後
は
観
光
客
に
配
慮
し
た
バ
ス

運
行
の
可
能
性
も
検
討
し
な
が
ら
、

持
続
可
能
な
バ
ス
運
行
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
企
画
課
長　

田
中
雅
樹
）
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　　＜夢ネット＞　インターネットサービスが充実
　　　　15 メガコースが新たに加わります！

H23（2011）.5.12

■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

新温泉町浜坂 2673-1

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0

町政のうごきから

　夢ネットでは、現在、下り５メガ（ベストエフォート）のサービスを行っていますが、利用者のみな
さんの利便性を高めるため、下り 15 メガのコースを新しく設けます。

【選べるコース】
　　５メガコース：月額２８００円（気軽にインターネットを楽しみたい方におすすめ） 
　１５メガコース：月額３５００円（動画を視聴される方などにおすすめ）

【１５メガ体験期間　５月１０日～２７日】
　体験期間中は、１５メガコースも “ 月額２８００円 ” でご利用いただけます。
　この機会にぜひお試しください。
　❖ 15 メガコースを体験するには、お申し込みが必要です。
　❖６月以降も 15 メガサービスを希望される方は、お試し期間終了後も引き続き 15 メガサービスを
　　ご利用いただけます。（６月から月額３５００円となります）

【メールアドレス最大５つまで】
　これまでは、メールアドレスを２つまでしか持てませんでしたが、希望者には、３つ目以降も持てる
ようになりました。（最大５つまで）家族みんなでメールをしたい場合などにご利用ください。
　❖３つ目以降、１つにつき月額３００円
▼問い合わせ・申し込み　ケーブルテレビ事業室　℡ 99 ‐ 2080　メール：shinonsen@yumenet.tv

　　＜夢ネット＞　インターネットサービスが充実
　　　　15 メガコースが新たに加わります！

 

町
名
検
討
委
員
会
「
住
民
懇
談
会
」
に
参
加
く
だ
さ
い　

　
　
　
　
　
　

      

５
月
25
日
～
６
月
30
日　

８
会
場
で
開
催

　

町
名
検
討
委
員
会
は
、
住
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
広
く
意
見
を
募
る
た
め
、
町
内
８

会
場
で
住
民
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。い
ず
れ
の
会
場
に
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
で
、

都
合
の
よ
い
会
場
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
申
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

町
名
検
討
委
員
会
事
務
局
（
企
画
課
）
電
話
82
‐
５
６
２
４

と　
　

き

会　
　

場

５
月
25
日
（
水
）
浜
坂
多
目
的
集
会
施
設　

２
階
ホ
ー
ル

30
日
（
月
）
町
民
セ
ン
タ
ー　

２
階
集
会
室

６
月
６
日
（
月
）
浜
坂
南
小
学
校　

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

20
日
（
月
）
照
来
小
学
校　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

22
日
（
水
）
浜
坂
東
小
学
校　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

27
日
（
月
）
諸
寄
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー　

集
会
室

29
日
（
水
）
八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

会
議
室

30
日
（
木
）
上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館　

会
議
室

※ 時間はいずれも
　　　午後７時３０分～
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広報しんおんせん（５月号）

町政のうごきから

せ
ん
。

　
　

ま
た
、
質
疑
や
意
見
は
お
受
け

し
ま
す
が
、
苦
情
を
言
う
場
に
な

ら
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　
　

℡ 

82
‐
５
６
２
４　

▼
利
用
で
き
る
人　

町
内
に
居
住
、
勤

務
ま
た
は
通
学
す
る
方
で
、
10
人
以

上
の
団
体
、
グ
ル
ー
プ

▼
開
催
日
時　

6
月
か
ら
3
月
末
ま
で

の
間
。
時
間
は
原
則
と
し
て
平
日
の

午
後
１
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の
90

分
以
内

▼
会
場　

町
内
の
会
場
に
限
り
ま
す
。

会
場
の
使
用
料
や
準
備
、
講
座
の
運

営
は
申
し
込
み
団
体
が
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

▼
費
用　

講
師
（
職
員
）
の
派
遣
は
無

料
▼
申
し
込
み
方
法　

代
表
の
方
は
、
開

催
希
望
日
の
2
週
間
前
ま
で
に
役

場
・
企
画
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

▼
注
意
事
項　

政
治
や
宗
教
、
営
利
を

目
的
と
し
た
講
座
に
は
派
遣
で
き
ま

　

ま
ち
の
仕
事
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

き
、
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、「
出
前
講
座
」
を
6
月
か
ら
始

め
ま
す
。

　

出
前
講
座
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
開
催
す
る
学
習
会
な
ど
に
職
員
が
講
師
と
し

て
出
向
き
、
町
が
行
っ
て
い
る
施
策
や
住
民
生
活
に
必
要
な
情
報
を
説
明
す
る
も

の
で
す
。
た
く
さ
ん
の
注
文
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

出
前
講
座
の
ご
案
内

　
　
　
　

人
気
は
「
健
康
講
座
」「
介
護
予
防
」

出前講座メニュー一覧表

平
成
22
年
度
の
開
催
実
績

◇
実
施
講
座
数　

32
講
座

◇
実
施
講
座
メ
ニ
ュ
ー
数　

８
講
座

◇
延
べ
受
講
者
数　

１
，
０
０
６
人

◇
主
な
利
用
団
体　

す
こ
や
か
ク
ラ

ブ
、
区
、
婦
人
会
な
ど

◇
人
気
メ
ニ
ュ
ー　

　

健
康
講
座　
　
　
　
　
　
　

10
件

　

悪
徳
商
法
に
負
け
る
な　
　

５
件

　

介
護
予
防
講
座　
　
　
　
　

５
件

　

認
知
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
４
件

№ 講　座　名 担当課
1 環境問題とＩＳＯ１４００１について

総務課

2 情報公開制度のしくみ
3 新温泉町の財政について
4 人権について学ぼう
5 電子自治体について
6 みんなで取り組もう行財政改革
7 人材育成基本計画
8 広報づくりの現場から

企画課9 公共交通を利用する取り組み
10 情報社会と地域の振興
11 夢ネットのコミュニティチャンネルを見てみよう
12 町税のしくみと役割 税務課（振興課）
13 悪徳商法に負けるな！

町民課
　　（住民福祉課）

14 クーリング・オフってなぁに？
15 上手に使おうクレジット
16 インターネット安全教室
17 分ければ資源！ごみ分別
18 防災・防火講座
19 戸籍と住民票のはなし
20 医療保険制度について 健康課（住民福祉課）21 健康講座
22 介護保険制度について

福祉課（住民福祉課）
23 認知症サポーター養成講座
24 介護予防講座
25 まちの子育て支援について
26 福祉制度について
27 新温泉町の観光戦略

商工観光課（振興課）28 山陰海岸ジオパークを楽しむ
29 地域交流の推進

№ 講　座　名 担当課
30 商工業の振興 商工観光課（振興課）
31 農林業の現状について

農林水産課
　　（産業建設課）

32 水産業の現状について
33 畜産業の現状について
34 地籍調査について
35 鳥獣被害対策について
36 道づくり

建設課
　　（産業建設課）

37 道路の果たす役割について
38 防災と災害復旧
39 まちの景観形成について
40 都市計画とまちづくり
41 まちのにぎわいの創出と安全安心なまちづくり
42 新温泉町の上水道

上下水道課
　　（産業建設課）43 浜坂の温泉

44 暮らしと環境を守る下水道
45 公立浜坂病院の診療体制

公立浜坂病院
46 公立浜坂病院事業の業務内容

47
介護老人保健施設・訪問看護ステー
ション・居宅介護支援事業所の利
用案内

48 公会計のしくみ 出納室
49 学校教育について 学校教育課50 新教育課程について
51 人権教育の現状と課題

社会教育課
　（教育委員会分室）

52 まちの文化財を知る
53 誰でも気軽にできる体力づくり
54 誰でも気軽に参加できる公民館講座
55 暮らしの中に図書館を
56 新温泉町議会の概要 議会事務局
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歳入科目 予算現額
（千円）

収入済額
（千円）

収納率
(％）

町　　　税 1,458,910 1,441,507 98.8
地方譲与税 111,000 115,160 103.7
各種交付金 274,800 258,991 94.2
地方交付税 4,965,373 5,183,073 104.4
分担金及び
　　負担金 71,341 59,147 82.9

使用料及び
　　手数料 237,132 216,690 91.4

国庫支出金 580,376 387,236 66.7
県  支  出  金 763,286 402,459 52.7
財  産  収  入 17,256 13,255 76.8
繰　入　金 125,729 58,942 46.9
諸　収　入 418,582 339,124 81.0
町　　　債 1,146,539 778,339 67.9
寄　附　金 15,231 14,514 95.3
そ　の　他 459 459 100.0
合　　　計 10,186,014 9,268,896 91.0

歳出科目 予算現額
（千円）

支出済額
（千円）

執行率
（％）

議　会　費 97,027 95,134 98.0
総　務　費 1,396,105 1,094,881 78.4
民　生　費 1,992,847 1,626,222 81.6
衛　生　費 1,145,489 980,062 85.6
労　働　費 12,396 11,268 90.9

農林水産業費 692,632 448,651 64.8
商　工　費 370,281 322,623 87.1
土　木　費 663,524 379,112 57.1
消　防　費 471,988 444,947 94.3
教　育　費 763,238 648,392 85.0
災害復旧費 52,364 4,972 9.5
公　債　費 1,585,452 1,569,805 99.0
諸  支  出  金 941,096 84,200 8.9
そ　の　他 1,575 0 0.0
合　　　計 10,186,014 7,710,269 75.7

表２（歳出） 表１（歳入）

　町の財政がどのように運営され、どのような状況になっているかを町民の皆さ
んに広く知っていただくために財政状況を公表しています。今回は、平成 22 年
度予算の平成 23 年３月末現在の予算執行状況、地方債や一時借入金の現在高に
ついてお知らせします。
　なお、今回公表数値は３月末現在の数値で、平成 22 年度決算数値は出納整理
期間（４月～５月）を経て５月末に確定しますので、決算数値とは異なります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務課　財政係　℡ 82-3111

町の財政状況をお知らせします　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 23 年 3 月現在）

歳入と歳出の状況 町債、基金などの状況

町政のうごきから

　平成 22 年度一般会計予算の総額は、１０１億
８６０１万４千円です。
　収入済額は９２億６８８９万６千円。予算額に
対する収入率は 91.0％です。また、支出済額は
７７億１０２６万９千円、予算額に対する支出率
は 75.7％です。
　歳入、歳出の科目別の執行状況は、表１、２の
とおりです。

　町債は建設事業などを行うために借り入れたお金
で、一般会計の現在高は１４３億６７７０万円と
なっています（表３のとおり）。借入先は、銀行な
どの金融機関、簡易保険や年金などの政府資金、地
方公共団体金融機構資金です。
　また、一時的な支払資金とする一時借入金は、
１１億８０００万円です（表４のとおり）。
　さらに、資金を積み立てている基金の合計額は
１５億６８００万円となっています（表５のとお
り）。
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会　　計　　名 予算現額
（千円）

歳　　入 歳　　出
収入済額（千円）収納率（％）支出済額（千円）執行率（％）

国民健康保険事業特別会計 2,045,686 1,677,168 82.0 1,984,990 97.0
老人保健事業特別会計 1,721 24 1.4 481 27.9
介護保険事業特別会計 1,393,110 1,090,770 78.3 1,272,490 91.3
浜坂地区残土処分場事業特別会計 44,364 56,282 126.9 12,006 27.1
温泉地区残土処分場事業特別会計 62,682 63,860 101.9 6,588 10.5
コミュニティ・プラント事業特別会計 103,420 14,875 14.4 96,058 92.9
簡易水道事業特別会計 30,651 24,091 78.6 21,390 69.8
七釜温泉配湯事業特別会計 16,722 12,365 73.9 5,693 34.0
下水道事業特別会計 998,176 209,156 21.0 939,436 94.1
後期高齢者医療特別会計 186,407 181,552 97.4 165,184 88.6

合　　　　　　　計 4,882,939 3,330,143 68.2 4,504,316 92.2

◆基　　金 　　 （単位：千円）
財政調整基金 488,999
地域振興基金 322,322
ふるさとづくり基金 966
過疎対策事業基金 49,000
土地開発基金 49,677
減債基金 37,834
ふるさと水と土保全対策基金 2,593
地域福祉基金 54
海岸環境美化基金 79
国民健康保険財政調整基金 301,596
国民健康保険直営診療所基金 110
介護給付費準備基金 75,001
介護従事者処遇改善臨時特例基金 2,600
下タ山公共建設残土処分場事業基金 56,002
十字谷残土処分場整備基金 56,739
七釜温泉配湯事業施設整備積立基金 37,151
生活排水処理事業基金 63,268
二日市温泉配湯事業施設整備基金 2,972
浜坂簡易水道事業施設整備基金 21,032

合　　　　計 1,567,995

（単位：百万円）
会　　計　　名 地方債残高

一般会計 14,367.7
コミュニティ・プラント事業特別会計 338.4
簡易水道事業特別会計 50.1
下水道事業特別会計 8,365.4
水道事業会計 1,910.0
浜坂病院事業会計 1,421.5

合　　　　計 26,453.1

（単位：千円）
会　　計　　名 借入金現在高

一般会計 500,000
公立浜坂病院事業会計 680,000

合　　　　計 1,180,000

（特別会計）

※企業会計３事業（病院事業、水道事業、浜坂温泉配湯事業）
の財政状況は、3 月末が決算となるため、決算公表時に確定
数値として公表します。

表３（地方債の現在高）

表４（一時借入金の現在高）

町政のうごきから

自動車税の納期限は　　
5 月 31 日（火）です

　納税はお近くの銀行、農協などの金融
機関、ゆうちょ銀行、郵便局（原則とし
て近畿２府４県内）、兵庫県指定のコンビ

ニエンスストア（全国の店舗）
または県税事務所で

    　― 兵庫県・豊岡県税事務所 ― 

国民健康保険事業の貴重な財源です
期日までに納めましょう
　　国民健康保険税第 1 期 納期限
　　　　５月 31 日（火）

　納税には便利な口座振替制度もご利用ください。　
　口座振替をご利用の方は、残額のご確認をお願いします。
　　　　　　　　税務課　℡８２ ‐ ３１１３　
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国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度 

　

所
得
の
減
少
や
失
業
な
ど
の
経
済
的

な
理
由
に
よ
り
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
と
き
は
、
保
険
料
が
免
除

さ
れ
る
「
申
請
免
除
制
度
」
と
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
猶
予
さ
れ
る
「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

と
き
は
、
免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。(

学
生
の
方
は
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。)

◆
申
請
免
除
制
度
◆

　

保
険
料
の
全
額
が
免
除
さ
れ
る
「
全

額
免
除
」
と
、一
部
が
免
除
さ
れ
る
「
４

分
の
３
免
除
」「
半
額
免
除
」「
４
分
の

１
免
除
」
が
あ
り
ま
す
。

※
全
額
免
除
以
外
は
、
保
険
料
を
納
付

し
な
け
れ
ば
未
納
扱
い
と
な
り
ま
す
。

◇
対
象

　

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
全
員
が
、

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
方

①
前
年
所
得
が
少
な
い
方

②
申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
お

い
て
、
失
業
・
倒
産
・
事
業
の
廃
止

の
あ
っ
た
方

③
障
が
い
者
ま
た
は
寡
婦
で
、
前
年
所

得
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方

 
大
切
に
し
た
い
一
人
ひ
と
り
の
人
権

 　
「
差
別
を
な
く
し
人
権
文
化
を
す
す
め
る
」

　
　
　
　
　
　   

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
募
集　

　

新
温
泉
町
で
は
、
お
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
合
い
、
差
別
の
な
い
共
に
生
き
る

明
る
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
８
月
を
推
進
強
調
月
間
、
12
月
４
日
～
10
日
を

推
進
強
調
週
間
と
し
て
、
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
差
別
解
消
へ
の
意
欲

を
培
う
た
め
、
町
民
の
皆
様
か
ら
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
作
品

【
ポ
ス
タ
ー
】

　

①
用
紙　

四
つ
切
り
画
用
紙

　
　
　
　
（
縦
・
横
の
使
い
方
は
自
由
）

　

②
着
色
具　

自
由

　

③
文
字　

入
れ
て
も
入
れ
な
く
て
も
自
由

【
標
語
】

　

①
用
紙　

任
意
様
式

　

②
記
載
方
法　

通
常
使
用
す
る
文

字
・
記
号
な
ど
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

▼
テ
ー
マ

・
身
近
な
生
活
の
中
か
ら
、
人
権
尊
重

の
生
き
方
を
考
え
る
。

・
同
和
問
題
を
は
じ
め
様
々
な
差
別
に

つ
い
て
正
し
く
認
識
し
そ
の
解
消
の

方
途
を
考
え
る
。

・
共
に
生
き
る
明
る
い
社
会
の
あ
り
方

を
考
え
る
。

▼
応
募
方
法　

○
小
中
高
等
学
校
児
童
・
生
徒
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
方
は
、

　

所
属
す
る
学
校
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

○
町
内
に
在
住
・
勤
務
す
る
方
は
、

　

任
意
の
用
紙
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
ご
記
入
の
上
、
社
会
教
育
課

へ
送
付
く
だ
さ
い
。

※
各
部
門
１
人
１
点
、
自
作
・
未
投
稿
・

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

▼
応
募
締
切　

　

６
月
30
日
（
木
）

▼
選
考
及
び
表
彰
等

・
入
賞
作
品
と
し
て
優
秀
賞
と
入
選
を

選
考
し
ま
す
。

・
入
賞
作
品
の
う
ち
、
優
秀
賞
は
８
月

６
日
（
土
）
に
開
催
す
る
「
新
温
泉

町
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
」
の
開
会

行
事
で
表
彰
し
、
記
念
品
を
進
呈
し

ま
す
。
な
お
、
入
選
は
表
彰
状
の
発

送
を
も
っ
て
発
表
に
か
え
ま
す
。

▼
そ
の
他

　

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
入
賞
作
品
は
、

各
所
に
展
示
す
る
ほ
か
、
印
刷
物
な

ど
に
よ
り
広
く
町
民
啓
発
に
活
用
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
会
教
育
課　

℡ 

82
‐
５
６
２
９

    
 免除区分ごとの
　　　　保険料（月額）

区分 保険料
全額免除・若
年者納付猶予 0 円

４分の３免除 3,760 円

半額免除 7,510 円

４分の１免除 11,270 円

定　  額 15,020 円

平
成
22
年
度
優
秀
作
品
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　今年は春の訪れが遅く、桜も四月の後半になって
やっと満開になりました。城山園地の桜に誘われ、
展望台から遊歩道へと歩いていくと、たんぽぽの黄
色い花が点々と咲き継いでいるのに出逢いました。
　たんぽぽは、花のつけ根にある総苞外片（そうほ
うがいへん）が花に圧着しているものが在来種、反
り返っているものが外来種のセイヨウタンポポで
す。民家の近くではこの外来のタンポポが目立ちま
すが、遊歩道に咲くタンポポの裏を覗いてみますと、
総苞外片がぴたりと頭花にくっついています。外片
の先には角状突起が強くでているので、在来種のケ
ンサキタンポポと分りました。
　タンポポは舌状花と呼ばれる小さな花が集まって
一つの頭花を作っています。在来たんぽぽでは 100
～ 120 個くらいの舌状花が、外来種はおよそその
二倍も集合しています。ケンサキタンポポは頭花の
直径４cm、花の下の茎にはこまかな綿毛が付着し
ています。
　ケンサキという名前は葉の形が仁王様の持つホコ
型の剣に似ているということから、また、たんぽぽ
の英名ダンディライオンは、葉がライオンの歯に似
ている事から名付けられたそうです。花後、たんぽ
ぽのタネは綿毛とともに風に乗って飛んでいき、ま
た別の場所で自生地を広げていくことでしょう。　
　　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん

 

ケ
ン
サ
キ
タ
ン
ポ
ポ

　
　
　
　
　
　
（
キ
ク
科
）

 野草散歩（5) ④
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
以
外

の
扶
助
を
受
け
て
い
る
方

⑤
特
定
障
が
い
者
に
対
す
る
特
別
障
害

給
付
金
を
受
け
て
い
る
方

◆
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
◆

　

30
歳
未
満
の
方
を
対
象
に
保
険
料
の

納
付
期
間
を
猶
予
す
る
制
度
で
す
。

　

10
年
以
内
に
保
険
料
を
納
め
な
い
場

合
、
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間

に
は
入
り
ま
す
が
、
受
給
額
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。

◇
対
象

　

30
歳
未
満
の
本
人
と
配
偶
者
（
配
偶

者
の
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）
が
、
前
述

の
①
～
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　

次
の
も
の
を
準
備
し
て
、
健
康
課
か

温
泉
総
合
支
所
住
民
福
祉
課
へ

❶
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
（
年

金
手
帳
、
納
付
書
な
ど
）

❷
印
鑑

❸
失
業
等
を
理
由
と
す
る
と
き
は
、「
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
」、「
離
職

票
」、「
退
職
辞
令
」
の
写
し
な
ど

❹
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
う
ち
、

平
成
22
年
１
月
２
日
以
降
に
他
の
市

区
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
が
い
る

場
合
、
前
住
所
地
の
市
区
町
村

役
場
で
交
付
さ
れ
る
そ
の
方
の

平
成
21
年
中
の
所
得
状
況
に
つ

い
て
の
証
明
書

※
平
成
23
年
７
月
分
か
ら
平
成
24

年
６
月
分
ま
で
の
申
請
に
つ
い

て
は
、
今
年
７
月
１
日
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。（
昨
年
７
月
分

か
ら
今
年
６
月
分
ま
で
の
申
請

は
、
６
月
30
日
ま
で
に
し
て
く

だ
さ
い
。）

※
全
額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納
付

猶
予
を
前
年
度
に
承
認
済
の
方

で
、
継
続
審
査
を
希
望
さ
れ
て

い
る
場
合
、
平
成
23

年
７
月
以
降
に
平
成

23
年
度
分
の
審
査
結

果
を
送
付
し
ま
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

　

日
本
年
金
機
構

　
　

豊
岡
年
金
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）

　
　

22
‐
０
９
４
５

    「納付」「免除・納付猶予」「未納」の違い
障害基礎年金
遺族基礎年金 老齢基礎年金

受給資格期間 受給資
格期間

年金額
の計算

納付 ○ ○ ○
全額免除 ○ ○

△
一部納付 ○ ○

若年者猶予
学生納付特例 ○ ○ ×

未納 × × ×
　○　入ります　　×　入りません
　△ 免除の区分に応じて、２分の１から８分の
　　 ７が算入されます。



H18（2006）.4.13

　

加藤文太郎
記念図書館

「５月のおすすめの本」
ご案内

おかえり。５ねんぶりの生協の白石さん
白石昌則著／ポプラ社

大学生協店で学生とのやり取りを取り上
げ話題となった「生協の白石さん」が 5
年ぶりのお悩み相談。今回は、20代サラ
リーマンやＯＬなど若者たちからの悩み
を中心に、寄せられた質問への白石さん
の回答がすばらしい。笑いあり、驚嘆あり、
またホットして優しい気持ちになれます。

山登りはじめました　めざせ！富士山編
　鈴木ともこ著／メディアファクトリー
運動オンチ、体力ナシ、小心者、根性ナ
シの著者が、3年前に山と出会い、体験
してきた山登りの世界をコミックエッセ
イで紹介。登山のミニ知識も満載で、女
子向けに楽しく書かれている登山ガイド
ブック。

神楽坂の仇討ち
　好村兼一著／廣済堂あかつき株式会社出版事業部
戸賀崎熊太郎睴芳は、江戸に神道無念流
の道場を開いた。そこに「父の仇を討ち
たい」という百姓の富吉が入門を志願し
てきた。熊太郎は富吉から話しを聞き「義
の一刀」に心打たれ入門を許した…。表
題作の他２編を収録。

セーラと宝の地図
エミリー・ロッダ作・たしろちさと絵／あすなろ書房
チュウチュウ通りの９番地に住むねずみ
のセーラは、船大工です。ある日、友人
のスタンプが宝の地図を見つけ、２匹は
船に乗り冒険に出ましたが海賊が現われ
て…。はたして宝は誰の手に！

おとうじゃ、ないって
　　　　中村文人文・村上康成絵／佼成出版社
ウツボは丸のみしようとしていた２匹の
キンセンイシモチに卵を産みつけられて
しまった。卵がかえったら食べようと口
の中で育てていたが数日後、卵がかえり、
ウツボは 1000 匹の子どもの「おとう」
になってしまった…。親子の情愛が描か
れている絵本。

  おはなし会　　　　　           
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

 『にげだしたひげ』 他
　◆と 　き　5月28日（土）午後2時～

 『わたしとあそんで』 他
　◆と 　き　6月11日（土）午後2時～

休館日のお知らせ　　　　  

【開館時間】
月～金曜日　午前 10 時～午後 6 時
土・日曜日　午前 10 時～午後 5 時
＊リクエストや予約したい本があり

ましたら気軽にお問い合わせくだ
さい。

【お願い】
卒業、入学、転勤などに伴い、返し
忘れの本はありませんか？ご確認く
ださい。図書館ブックポスト、移動
図書館車にお返しいただいても結構
です。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（５月号） 12

６月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
５ ６ ７ ８ ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

は休館日

５月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31
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広報しんおんせん（５月号）

▼
問
い
合
わ
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　
　
　
　
　
　
　

℡　

82
‐
５
２
２
２

浜
坂
温
泉
郷　
　
　
　

 

　
（
七
釜
温
泉
と
浜
坂
温
泉
）

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ ⑫

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

昭
和
30
年
、
七
釜
の
民
家
の
井
戸
掘

り
中
、偶
然
に
温
泉
が
湧
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
七
釜
温
泉
の
始
ま
り
で
、
今
日

の
公
衆
浴
場
「
ゆ
ー
ら
く
館
」
の
起
こ

り
で
す
。
農
業
の
村
が
温
泉
の
村
に
変

化
し
ま
し
た
。
後
に
二
日
市
で
も
温
泉

の
掘
削
が
行
わ
れ
、
公
衆
浴
場
や
国
民

宿
舎
「
浜
坂
荘
」
で
利
用
さ
れ
る
な
ど
、

温
泉
へ
の
関
心
が

高
ま
り
ま
し
た
。

　

昭
和
53
年
に
は

浜
坂
地
内
で
も
道

路
の
消
雪
用
水
源

掘
削
中
に
偶
然
温

泉
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
泉
温
72
度

の
温
泉
は
公
衆
浴

場
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
や
浜
坂
町
内
の
各

戸
に
配
湯
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
、
川
下
祭
で
「
砂
ご
も
り
」
が
行

　

５
月
は
「
消
費
者
月
間
」
で
す
。
消

費
者
と
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
消
費
者
問
題
に
関
す
る
事
業
を
集
中

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
24
回
目

に
あ
た
り
ま
す
。

　

町
で
も
、
啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布
や
、

平
日
に
相
談
で
き
な
い
方
の
た
め
の
休

日
・
夜
間
相
談
（
要
予
約
）
を
実
施
し

ま
す
。ど

ん
な
相
談
？

◎
家
に
布
団
を
売
り
に
来
た
。
買
う

気
は
な
か
っ
た
が
、
長
時
間
の
説
明

に
疲
れ
て
し
ま
い
契
約
し
て
し
ま
っ

た
。

◎
屋
根
の
無
料
点
検
を
し
て
も
ら
っ

た
。
痛
み
が
ひ
ど
く
、
修
理
が
必
要

と
言
わ
れ
不
安
に
な
り
、
修
繕
工
事

の
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
。
高
額
で

払
え
そ
う
に
な
い
。

◎
海
外
の
宝
く
じ
に
当
選
し
た
と
封
書

が
届
い
た
。
手
数
料
を
払
わ
な
け
れ

ば
権
利
が
な
く
な
る
と
あ
る
が
、
支

払
っ
て
も
大
丈
夫
か
。

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
を
見
て

 

夜
間
・
休
日
相
談
を
行
い
ま
す

　
　

わ
れ
て
い
た
場
所
は
岸
田
川
河
口
部

で
、
浜
坂
温
泉
の
発
見
場
所
に
近
い
と

こ
ろ
で
す
。
砂
の
温
か
さ
が
原
因
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
何
か
昔
の
人
々
は
こ

の
温
泉
熱
で
温
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
た
く
な
り
ま
す
。
最
近
で

は
浜
坂
駅
前
に
足
湯
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
の
温
泉
活
用
が
一

層
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

浜
坂
温
泉
郷
と
い
わ
れ
る
七
釜･

浜

坂
温
泉
が
、
と
も
に
沖
積
層
中
に
掘
ら

れ
た
井
戸
か
ら
湧
出
し
た
こ
と
は
、
沖

積
層
の
下
部
に
基
盤
岩
を
切
る
断
層
が

あ
り
、
そ
こ
か
ら
温
泉
が
湧
出
し
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は

岸
田
川
両
岸
の
山

裾
に
直
線
的
に
並

ぶ
三
角
末
端
面
の

存
在
に
よ
っ
て
も

断
層
の
存
在
が
推

定
で
き
ま
す
。

　

用
土
付
近
を
境

に
谷
幅
を
広
め
な

が
ら
緩
や
か
な
傾
斜
で
続
く
低
地
の
堆

積
層
は
新
市
で
30
ｍ
、
河
口
部
で
50
ｍ

と
な
っ
て
い
て
、
岸
田
川
が
氾
濫
し
な

が
ら
作
り
出
し
た
低
地
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。　
　
　

い
た
ら
、
突
然
サ
イ
ト
利
用
料
の
請

求
画
面
が
出
た
。
支
払
わ
な
い
と
い

け
な
い
か
。

◎
借
金
の
返
済
で
生
活
が
苦
し
い
。
新

た
に
お
金
を
借
り
る
こ
と
も
で
き
な

い
。

◎
数
年
前
、
消
費
者
金
融
に
借
金
を

し
て
い
た
。
過
払
い
請
求
の
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
を
見
て
自
分
も
お
金
が
返
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
。　
　
　
　

な
ど

✿
夜
間
相
談　

　

５
月
23
日
（
月
）
午
後
６
時
～
９
時

✿
休
日
相
談　

　

５
月
29
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

　

相
談
は
事
前
に
ご
予
約
下
さ
い
。
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まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 23 年４月 2 ０日現在

広報しんおんせん（５月号）

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

町道芦屋第 1 号線道路
改良工事 芦屋

道 路 改 良 延 長 247.7m　 幅 員 3.0m
（4.0m）土工 1 式、落石防護柵工　
延長 27m、舗装工　面積 1,135㎡、
防護柵工　延長 54m、区画線工　延
長 490m、道路反射鏡 1 基

12,810,000  平成 23 年 3 月 24 日～
  平成 23 年 3 月 25 日 日興建設㈱

新温泉町民センター屋
上防水改修工事 湯 屋上防水改修、建物内部補修

　1 式 5,691,000  平成 23 年 3 月 29 日～
  平成 23 年 3 月 31 日 ㈱山根工務店

（都）浜坂駅港湾線街路
事業（芦屋橋）関連配
湯管移設工事（本設）

芦屋

配湯管本設 φ 125 延長 
27.5m
　　　　 　φ 100 延長   7.0m
仮設管撤去 φ 125 延長 95.6m

3,818,850 平成 23 年 4 月 7 日～
  平成 23 年 5 月 31 日 株本建設工業㈱

大味中小屋浄水場ろ過
機取替工事 久斗山 ろ過機取替　１基

配管・電気工事　１式 4,515,000 平成 23 年 4 月 12 日～
  平成 23 年 7 月 25 日

㈱清水合金製作所
大阪営業所

（平成 23年３月 16日～平成 23年４月 15日契約分）

公共職業安定所と連携し、まちの求人情報を
提供しています。職業相談員が就職相談に応じ
ます。お気軽に利用ください。

サンシーホール浜坂をご利用ください

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）
㈲福田建機 建 設 機 械

整備 39以下 155 ～ 205
㈱リフティングブレーン 惣菜の製造 不問 158

（温泉地域）
㈱井筒屋 客室係 60 以下 231 ～ 256
医療法人社団良和会
湯村温泉病院 介護職 不問 167 ～ 176
社会福祉法人春来福祉会
特別擁護老人ホームゆむら 介護員 不問 156 ～ 178
㈱マルワフーズ渡辺水産 営業 不問 169 ～ 289

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）

㈱マル海渡辺水産 調理補助 不問 750 ～ 1,000
事務員 不問 800 ～ 1,000

㈲富士建設 介護職員 不問 850 ～ 950
特定非営利活動法人
にーず 看護職 不問 1,100
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 1,050 ～ 2,180

（温泉地域）
㈱井筒屋 案内係 不問 1,000

客室係 1,325
医療法人社団良和会
湯村温泉病院 介護補助員 不問 950 ～ 1,000

㈲清美社 公共下水道施設
保守管理助手 60 ～ 65 1,000 ～ 1,250

㈱コメリ中四国地区本部 販売員 不問 740 ～ 750

離
職
者
生
活
安
定
資
金
融
資
制
度
ご
案
内

　

兵
庫
県
は
、
離
職
者
の
生
活
の
安
定
を
図
り
、

求
職
活
動
に
専
念
す
る
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、

事
業
所
の
倒
産
、
閉
鎖
、
人
員
整
理
な
ど
に
よ
り

職
を
失
っ
た
方
に
生
活
資
金
を
融
資
し
ま
す
。

　
　

    

◇ 

緊
急
特
別
資
金 

◇

◇
利
用
で
き
る
人　

　

離
職
前
に
世
帯
の
生
計
を
維
持
し
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
求
職
活
動
を
行
っ
て
い
る
方
（
失
業
給

付
の
受
給
中
は
申
請
不
可
）
た
だ
し
、
自
営
業
者

を
除
く
。

◇
融
資
限
度
額　

５
０
万
円

◇
融
資
利
率　

年
１
．
０
％
（
保
証
料
別
途
）

　

連
帯
保
証
人
は
不
要

◇
返
済
期
間　

２
年
５
カ
月
以
内

　
　
　

◆ 

一
般
生
活
資
金 

◆

◆
利
用
で
き
る
人　

緊
急
特
別
資
金
の
場
合
と
ほ

ぼ
同
じ

◆
融
資
限
度
額　

１
０
０
万
円

◆
融
資
利
率　

年
１
．
０
％
（
保
証
料
別
途
）

　

連
帯
保
証
人
が
必
要

◆
返
済
期
間　

５
年
以
内

　

融
資
条
件
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
近
畿
労
働

金
庫
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

―
  

問
い
合
わ
せ  ―

　
　

近
畿
労
働
金
庫
但
馬
支
店　

　
　
　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
４
１
３
１

　
　

商
工
観
光
課　

℡
82
‐
５
６
２
５
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―

農
業
委
員
会
情
報
№
63

 　

日
本
の
農
業
を
守
る
た
め
に　
　
　
　

　
　
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
に
反
対
！

広報しんおんせん（５月号）

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
っ
て
な
に
？

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
は
、「
環
太
平
洋
連
携
協

定
」
の
略
称
で
す
。
現
在
の
交
渉
参
加

国
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
、
チ
リ
、
ブ
ル
ネ
イ
、
米
国
、

豪
州
、
ペ
ル
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
、
マ
レ
ー

シ
ア
の
９
カ
国
で
、
加
盟
国
間
で
取
引

さ
れ
る
全
品
目
に
つ
い
て
、
例
外
を
認

め
ず
関
税
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

関
税
が
撤
廃
さ
れ
た　

　
　

   

場
合
の
影
響
は
？

　

国
は
「
平
成
の
開
国
」
を
目
指
す
環

太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
参

加
検
討
を
表
明
し
ま
し
た
。
貿
易
の
自

由
化
で
農
産
物
の
関
税
が
廃
止
さ
れ
、

追
加
対
策
を
し
な
い
こ
と
を
前
提
に
し

た
農
林
水
産
省
試
算
で
は
、
主
食
の
米

は
国
産
米
の
９
割
が
外
国
産
米
に
置
き

換
わ
り
、
４
割
ほ
ど
価
格
が
下
が
る
こ

と
で
生
産
額
が
約
２
兆
円
減
少
、
小
麦

は
全
滅
し
、
肉
用
牛
も
17
％
程
度
ま
で

激
減
し
、
牛
乳
乳
製
品
も
１
％
程
度
し

―

問
い
合
わ
せ―

　

農
業
委
員
会　

℡
82
‐
５
６
２
６

か
残
ら

な
い
。

こ
の
よ

う
に
主

要
農
産

品
の
生

産
が
大

幅
に
減

少

し
、

生
産
額

が
約
４
兆
１
千
億
円
減
少
し
ま
す
。

　

兵
庫
県
も
同
様
生
産
額
が
約

７
０
０
億
円
と
半
減
す
る
よ
う
に
、
日

本
の
農
業
は
壊
滅
的
な
影
響
を
受
け
、

食
料
自
給
率
は
40
％
か
ら
14
％
に
急
降

下
し
、
輸
入
品
が
あ
ふ
れ
る
こ
と
で
、

今
ま
で
み
た
い
に
安
全
、
安
心
な
食
料

が
供
給
さ
れ
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。将

来
の
暮
ら
し
に
影
響
が
？

　

農
業
が
壊
滅
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

れ
ば
、
田
ん
ぼ
や
農
村
な
ど
の
景
観
、

雇
用
、
伝
統
文
化
な
ど
地
域
社
会
の

崩
壊
に
つ
な
が
り
、
一
部
の
経
済
的
メ

リ
ッ
ト
と
引
き
換
え
に
、
暮
ら
し
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

こ
れ
以
上
国
産
の
農
産
物
を
減
ら

し
、
安
価
な
世
界
の
食
料
を
買
い
あ
さ

る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て

本
当
に
良
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
食
の

安
全
や
農
村
自
体
が
崩
れ
て
し
ま
い
ま

す
。農

家
だ
か
ら
出
来
る
こ
と
は
？

　

農
家
に
生
ま
れ
育
っ
た
皆
さ
ん
は
先

祖
か
ら
受
け
継
い
だ
山
や
畑
、
田
ん
ぼ

を
維
持
し
て
い
く
の
は
大
変
で
す
が
、

自
分
た
ち
で
米
や
野
菜
を
作
り
、
果
物

を
作
る
。
美
し
い
自
然
の
も
と
で
、
安

全
な
農
産
物
を
生
産
し
、
支
え
合
い
、

心
豊
か
に
暮
ら
し
続
け
る
喜
び
を
次
代

に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
は
、
農
家
だ
か

ら
で
き
る
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
農
業
委
員
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ

の
参
加
反
対
・
阻
止
の
た
め
、
農
家
の

皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
頑
張
り
ま
す
。

　

浜
坂
町
漁
協
は
ホ
タ
ル
イ
カ
漁
獲
量

日
本
一
を
誇
り
ま
す
。
同
漁
協
で
は
ホ

タ
ル
イ
カ
の
消
費
拡
大
を
目
指
し
、
昨

年
か
ら
町
補
助
金
を
活
用
し
て
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
生
鮮
ホ
タ
ル
イ
カ
を

船
上
で
袋
詰
め
し
、
そ
の
日
の
う
ち
に

阪
神
間
の
ス
ー
パ
ー
で
販
売
す
る
事
業

も
そ
の
一
つ
で
す
。
浜
坂
産
ホ
タ
ル
イ

カ
を
「
浜
ほ
た
る
」
と
名
づ
け
、
兵
庫

県
認
証
食
品
認
証
書
と
商
標
登
録
証
を

取
得
し
ま
し
た
。
今
年
も
４
月
５
日
か

ら
25
日
ま
で
、
31
店
舗
で
実
演
販
売
を

行
い
、
浜
ほ
た
る
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
し

た
。　

ホ
タ
ル
イ
カ
の
消
費
拡
大
へ

　

  〝
浜
ほ
た
る
〟
を
召
し
上
が
れ

生鮮ホタルイカをその
日のうちに店頭販売

（4 月 24 日西宮市内）
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４月 20 日、高齢者大学とちのみ学園の開講式が夢ホ
ールで行われ、新入生 12 人を含む 220 人が新たな学
園生活をスタートさせました。式典では、新入生を代表
して飯野の坂本豊美さんが「新しいことを始めるのは元
気の素なので、楽しみながら学びたいと思います。」と
学園生の仲間入りする決意を述べました。

高齢者大学は生きがいづくりと地域活動への参加を目
的として設置されており、１年を通じて定例・専門講座
やクラブ活動で楽しく学習を行うことになります。

最後の入学式 

雪の壁を作りながら除雪
　4 月 28 日、上山高原山頂付近から鳥取県河合谷高原
へ抜ける町道海上河合谷線で除雪作業が行われました。
ゴールデンウィークを迎え、ハイキングなどで訪れる
人々の通行を確保するため、毎年上山高原の山開き前に
行っているものです。昨冬は大雪だったため残雪が多く、
例年なら除雪の必要がない海上地区の芝桜公園付近から
の除雪作業となりました。多いところで 2 メートル以
上の積雪があり、ロータリー車が吹き溜まりや日陰にあ
る残雪を勢いよく飛ばして、春の道を作っていきました。

　町と町教委、浜坂高等学校ＰＴＡ（浜田直子会長）が、
東日本大震災の被災児童にランドセルや文房具を送ろう
と 4 月 12 日、町内 5 か所で受け付けを行いました。町
内からも 6 年間大切に使ったランドセルが数多く届け
られたほか、大阪鞄協会など他府県からのものもあり、
集まったランドセルは 563 個にもなりました。トラッ
クへの積み込み作業には、浜坂高等学校の生徒会とイン
ターアクトクラブの生徒ら 12 人が協力し、物資はいっ
たん山形県に届けられた後、被災地に配られました。　

被災地にランドセルを

H23（2011）.5.12

広報しんおんせん（５月号）

楽しみながら学ぶ高齢者大学

　４月８日、奥八田小学校で入学式が行われ、新１年生
の２人が、先生や上級生に温かく迎えられて新生活のス
タートを切りました。小学校の再編により、118 年の
歴史をもつ奥八田小学校は今年度限りとなるため、今年
の新入生が最後となります。式終了後には教室で、複式
学級で学ぶ２年生にあいさつし、楽しみなことは大田叶
美さんは「算数」、森田忠成さんは「運動会」と発表し
て拍手を浴びました。また、八田小学校でも３人の新入
生を迎えて最後の入学式が行われました。　
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　　　　　　　　　　泰雲寺しだれ桜

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（５月号）

無病息災を祈って千谷麒麟獅子舞

　千谷の秋葉神
社で 4 月 17 日、
春の例祭が行わ

　竹田の泰雲寺にあるシダレザクラが今年も見事な花を咲かせ、た
くさんの花見客の目を楽しませてくれました。県の天然記念物に指
定されており、樹齢（推定）約 250 年、高さ 14.5 ｍ、幹周り 5 ｍ
と西日本で最大級を誇るものです。かつて木の衰弱も見られました
が、地元の保存活動で元気を取り戻しています。

　諸寄地区公民館のグラスアート教室と指導者の坂本英
子さんの作品によるグラスアート展が先人記念館以命亭
で開催（3/16 ～ 4/13）され、光を通して浮かび上が
るさまざまな色彩が訪れる人を魅了しました。
　期間中の 4 月 10 日、グラスアートに親しんでもら

おうと体験教室が
行われ、小学生ら
20 名が坂本さん
の指導を受けなが

グラスアート体験教室

　４月 17 日、町と新温泉町自治連合会の主催による「クリーン但
馬 10 万人大作戦」が町内全域で行われ、早朝から約４千人の参加
をいただき、合わせて 1 万４５４０kg のゴミが回収できました。
住民参加による環境美化を進め、美しい但馬づくりを目指して毎年
行われているもので、諸寄地区では海岸や川、駅や国道 178 号沿
いなどの清掃を行い、空き缶やペットボトルなどのゴミの回収や除
草できれいな町になりました。ご協力ありがとうございました。

町内全域でクリーン作戦

れ、町無形民俗文化財の麒麟獅子が奉納されました。千
谷麒麟獅子舞は、江戸時代の終わりに大火に見舞われ、
同神社に火の神として麒麟獅子を奉納したことに由来す
るものです。子どもたちが引く榊

さかき

の後を猩
しょう

猩
じょう

が各戸を訪
れ、金色に輝く頭の麒麟獅子が地区の繁栄と住民の無病
息災を祈願して舞を披露していました。千谷の麒麟獅子
舞は、保存会を組織して継承し、有志で作る千栄会が中
心に行っています。　

らフォトスタンドづくりに挑戦しました。　
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H23（2011）.5.12

ご
案
内

広報しんおんせん（５月号）

東日本大震災被災地支援 

チャリティコンサート
 　                

　　　　　　　
入場無料

　　
　小倉由貴子さんのピアノ演奏のほか、
マリンバ、バイオリンの演奏を行います。

　会場に募金箱を設置し、集まった義援金
は被災地に送ります。誘い合ってご来場く
ださい。
　✿とき　６月５日（日）　午後１時～
　✿ところ　浜坂北小学校体育館（味道館）
　✿演奏曲　
　　リムスキーコルサコフ「くまんばちの飛行」
　　四季を彩る名曲の調べ「早春賦」
　　「夏の思い出」「ふるさと」など」
　✿問い合わせ　
　　社会教育課　
　　℡ 82 ‐ ５６２９

「
但
馬 

空
の
自
然
教
室
」

　

セ
ス
ナ
体
験
飛
行
や
紙
飛
行
機
教
室

な
ど
空
港
や
飛
行
機
と
親
し
め
る
楽
し

い
空
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

５
月
29
日
（
日)

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
セ
ス
ナ
体
験
飛
行
受
付
は
午
前
９
時
～
）

▼
と
こ
ろ　

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港

▼
内
容　

セ
ス
ナ
体

験
飛
行
、
航
空
教

室
、
空
港
施
設
見

学
、
紙
飛
行
機
教

室
な
ど

▼
参
加
費　

無
料
（
但
し
、
セ
ス
ナ
体

験
飛
行
は
一
人
千
円
）

▼
駐
車
場　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

但
馬
空
港
推
進
協
議
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
24
‐
２
２
４
７

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w

w
.tajim

a.or.jp/
m

odules/kukou/

浜
坂
先
人
記
念
館　
　

御
崎
の
冬
景
色
～
俊
龍
和
尚
の

　
　

足
跡
を
た
ど
る
～
写
真
展

　

柴
田
太
一
郎
さ
ん
（
宝
塚
市
）
が
、

御
崎
出
身
で
諸
寄
龍
満
寺
で
も
修
行
し

た
俊
龍
和
尚
の
足
跡
を
訪
ね
て
撮
影
し

た
写
真
と
、
荒
井
俊
明
さ
ん
（
福
知
山

市
）
が
撮
影
し
た
御
崎
の
冬
景
色
の
写

真
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
８
日
（
水
）
ま
で

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
作
品
数　

約
50
点

▼
問
い
合
わ
せ　

浜
坂
先
人
記
念
館

　

℡
82
‐

　
　

４
４
９
０

但
馬
事
典
『
ザ
・
た
じ
ま
』　

　
　
　

   

２
０
１
１
年
版
発
売
中

　
『
ザ
・
た
じ
ま
』
は
、
但
馬
の
歴
史
、

古
墳
、遺
跡
、神
社
、自
然
、伝
統
芸
能
、

人
物
、
暮
ら
し
な
ど
但
馬
の
多
彩
な
情

報
を
満
載
し
た
但
馬
の
事
典
で
す
。

　

但
馬
検
定
の
テ
キ
ス
ト
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

▼
価
格　

千
円

▼
購
入
窓
口　

　

企
画
課　

℡
82
‐
５
６
２
４

　

浜
坂
先
人
記
念
館
以
命
亭

　
　

℡
82
‐
４
４
９
０

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

奥
田
泰
三　

木
の
工
芸
展

　

熊
谷
在
住
の
奥
田
泰
三
さ
ん
が
杉
や

ヒ
ノ
キ
の
間
伐
材
な
ど
木
の
特
性
を
生

か
し
て
制
作
し
た
工
芸
作
品
を
展
示
し

ま
す
。
入
場
無
料
。

▼
と
き　

　

５
月
24
日
（
火
）
～
６
月
11
日
（
土
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

　

※
毎
週
月
曜
日
休
館

▼
作
品
数　

約
60
点

▼
問
い
合
わ
せ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　

℡
93
‐
０
８
８
８
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お
知
ら
せ

家
庭
用
品
修
理
会

　

収
益
金
は
全
額
、
東
日
本
大
震
災
へ

の
義
援
金
と
し
て
寄
付
し
ま
す
。

▼
受
取
り　

５
月
30
日
（
月
）　

　

午
前
９
時
～
10
時

▼
仕
上
が
り　

５
月
31
日
（
火
）

　

午
後
３
時
～
５
時

　

※
仕
上
が
り
は
翌
日
に
な
り
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

役
場
正
面
玄
前

▼
料
金　

包
丁
類
３
５
０
円
～

　

は
さ
み
類　

２
５
０
円
～

　

洋
が
さ　

２
５
０
円
～

▼
問
い
合
わ
せ　

　

浜
坂
地
域
く
ら
し
の
会
事
務
局

　
（
町
民
課　

生
活
環
境
係
）

　
　

℡ 

82
‐
５
６
２
１

国
道

178
号
福
富
橋
補
強
工
事
に
伴
う
通
行
止
め
と　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

町
民
バ
ス
迂
回
運
行
の
お
知
ら
せ

ロ
グ
ハ
ウ
ス
カ
ナ
ダ　

休
憩
利
用
を
始
め
ま
し
た

▼
利
用
日　

平
日
（
長
期
休
暇
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
除
く
。）

▼
利
用
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
料
金　

１
棟
６
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
人
数
制
限
な
し
）

▼
問
い
合
わ
せ　

ロ
グ
ハ
ウ
ス
カ
ナ
ダ

　

℡
92
‐
２
７
７
７

「
愛
の
献
血
」
の
お
知
ら
せ

　

献
血
は
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を
救

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ　

５
月
20
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分　

　
　
　

浜
美
屋
食
品
㈱

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

　
　
　

浜
坂
町
漁
業
協
同
組
合
本
所

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
課
健
康
推
進
係

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
～
に
内
）

　

℡
99
‐
２
９
４
０

　

国
道

178
号
は
福
富
の
福
富
橋
補
強
工
事
を
行
う
た
め
、
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。

◆
期
間　

５
月
21
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　

７
月
31
日
（
日
）
予
定

◆
迂
回
路

　

❖
県
道
竹
田
指
杭
線
（
戸
田
・
美
方

警
察　

署
前
）・
浜
坂
井
土
線
、

　

❖
町
道
福
富
落
合　

　

線
・
清
富
17
号

◆
町
民
バ
ス
ル
ー
ト
変
更

▽
対
象
路
線　

　

久
斗
山
線
と
赤
崎
循
環
便

▽
福
富
バ
ス
停
と
フ
ジ
ッ
コ
バ
ス
停
で

の
乗
降
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

新
温
泉
土
木
事
務
所　

道
路
保
全
課

　
　

℡
82
‐
５
６
８
９

　

企
画
課　

企
画
政
策
係　

　
　

℡
82
‐
５
６
２
４

　

全
但
バ
ス
湯
村
温
泉
営
業
所

　
　

℡
92
‐
０
１
３
７

                                  大型車通行可能ルート

　　　　　　　  
４トン車両以下通行可能ルート　
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月　日 時　　間 と　こ　ろ 対象地区

５月２３日
（月）

１２：４５～１３：０５ 居組コミュニティセンター 居組
１３：１５～１３：２５ 釜屋公会堂 釜屋
１３：３０～１３：４０ 漁協諸寄支所前（諸寄）

諸寄１３：４５～１４：０５ 野田橋詰（諸寄・奥町）
１４：１０～１４：２０ 諸寄郵便局前（吉田町）
１４：３０～１４：４５ 浜坂体育センター（浜坂・宇都野町） 浜坂
１４：５５～１５：１０ 芦屋ふれあいセンター 芦屋
１５：１５～１５：２５ 松本晃様宅前（浜坂・浜岡町）

浜坂１５：３５～１５：５０ ユートピア浜坂（浜坂・中本町）
１５：５５～１６：０５ 勝願寺前（浜坂・門陀町）
１６：１５～１６：２５ 文化会館（浜坂・栄町）　

５月２４日
（火）

１２：３０～１２：４５ 二日市・浜坂保健センター 二日市
１２：５５～１３：０５ 福富集会所 福富
１３：１５～１３：２５ 清富集会所 清富
１３：３５～１３：４５ 指杭公会堂 指杭
１３：５０～１４：００ 田井高齢者・若者センター 田井
１４：１５～１４：３０ 御火浦コミュニティセンター 三尾
１４：４０～１４：５０ 赤崎コミュニティ消防センター 赤崎
１４：５５～１５：０５ 和田公会堂 和田
１５：１５～１５：２５ 玉田寺前 七釜
１５：３５～１５：４５ セレモニーもりば様　駐車場前　 新市
１５：５０～１６：００ 西村英子様宅　車庫前 古市
１６：０５～１６：１５ 用土公会堂 用土

５月３０日
（月）

１２：４０～１２：５０ 戸田公会堂 戸田
１２：５５～１３：０５ 町営住宅若松団地 若松町
１３：１５～１３：２５ 浜坂南小学校　　 栃谷
１３：３５～１３：４５ 対田生活改善センター 対田
１３：５５～１４：１０ 民俗芸能伝承館 久谷
１４：２０～１４：３０ 高末ふれあいセンター 高末
１４：３５～１４：４５ 正法庵生活改善センター 正法庵
１４：５０～１５：００ 水田建設㈱駐車場 辺地
１５：１０～１５：２０ 藤尾公会堂 藤尾
１５：３５～１５：５０ 境集会所 境
１５：５５～１６：０５ 久斗山公会堂 久斗山

　近年、結核が増加傾向にあり、本町でも高齢者の発症がみられます。早期発見・早期治療のため、年に
一度は検診を受けましょう。
　今年は、地区巡回検診を 5 月と総合健診後（6 月、7 月）に行います。ご都合の良い場所で受診してください。
※町ぐるみ健診、職場健診、病院等で肺ガン検診を受けられた方は今回受診する必要はありません。

◇検診対象者　　20 歳以上の方（職場や病院で検診を受ける方、妊娠中の方は除く。）
◇受 診 料　　無料
◇注 意 事 項　　受診の際には胸・背中にボタンやホック等のないものを着用ください。
◇結 果 通 知　　４～６週間後に受診者全員にお知らせします。
▼問い合わせ　健康課　健康推進係（保健福祉センター すこやか～に内）　℡ 99 ‐ 2940

平成２３年度　地区巡回肺がん・結核検診
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月　日 時　　間 と　こ　ろ 対象地区

５月３１日
（火）

１２：４０～１２：５０ 宮脇橋付近 宮脇
１３：００～１３：１０ 内山公民館 内山
１３：２０～１３：３０ 越坂公民館 越坂
１３：４０～１３：５０ 岡田清美様宅横 内山
１４：００～１４：１０ 海上公民館前 海上
１４：２０～１４：３０ 前地区バス停付近 前
１４：４０～１４：５０ 石橋公民館 石橋
１４：５５～１５：０５ 岸田診療所前 田中
１５：１０～１５：２０ 岸田公民館 岸田
１５：３５～１５：５０ 青下消防車庫前 青下
１６：０５～１６：１０ アマゴ養殖場横付近 霧滝１６：２０～１６：２５ 霧滝集落内

６月３０日
（木）

１４：３０～１４：４０ 川越大幸様宅駐車場ヨコ（浜坂・京口一）浜坂１４：４５～１４：５５ ナカケー白川店様前
１５：０５～１５：１５ 県営住宅横駐車場 緑町、南町、秋葉台、三谷
１５：２５～１５：３０ 田君集落センター 田君
１５：４０～１５：５０ 後山公民館 後山
１６：００～１６：１０ 今岡金屋公民館 今岡金屋
１６：１５～１６：２５ 井土団地付近 井土１６：３０～１６：４０ 井土公民館

７月８日
（金）

１４：１０～１４：２０ 歯科診療所 湯
１４：３０～１４：４０ 細田公民館 細田
１４：５０～１５：００ 岡村かね子様宅横 竹田１５：０５～１５：１５ 竹田公民館
１５：２５～１５：３５ 前垣豊様宅付近 あさひヶ丘
１５：４０～１５：５０ 千原堂 千原
１６：００～１６：１０ 鐘尾公民館前 鐘尾
１６：２０～１６：３０ 浅田憲一様宅横 千谷

７月９日
（土）

１４：１０～１４：２０ 歌長公民館 歌長
１４：３０～１４：４０ 福井繁和様宅付近 春来１４：５０～１５：００ 旧春来小学校プール下
１５：３０～１５：３５ 高山公民館 高山
１５：５０～１６：００ 数久谷公民館 数久谷
１６：２０～１６：２５ 旧桧尾分校舎上 桧尾
１６：３５～１６：４０ 伊角公民館 伊角
１６：５０～１６：５５ 熊谷公民館 熊谷１７：０５～１７：１０ 仁連寺バス停付近

７月１３日
（水）

１４：１５～１４：２５ 照来診療所 桐岡
１４：３５～１４：４５ 多子中バス停付近 多子
１４：５０～１５：０５ 切畑公会堂 切畑
１５：１０～１５：２０ 中井弘平様宅前 丹土
１５：２５～１５：３５ 中辻公民館 中辻
１５：４０～１５：５０ 塩山公民館 塩山
１５：５５～１６：０５ 薬師堂 飯野１６：１０～１６：２０ 巖山寺付近
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広報しんおんせん（５月号）

募　

集

夜
間
法
律
相
談　
　
　

　

兵
庫
県
弁
護
士
会
で
は
、
弁
護
士
と

精
神
保
健
福
祉
士
に
よ
る
無
料
電
話
相

談
を
実
施
し
ま
す
。
解
雇
、多
重
債
務
、

生
活
保
護
、
家
庭
の
問
題
な
ど
お
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
無
料
、
予
約
不
要

▼
電
話
番
号

　
（
０
７
８
）
３
４
１
‐
９
６
０
０

▼
と
き　

毎
月
第
２
・
第
４
日
曜
日　

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
～
９
時

地
域
に
学
ぶ　
　
　
　

「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」

中
学
生
を
応
援
く
だ
さ
い

　

中
学
２
年
生
を

対
象
と
し
た
体
験

活
動
週
間
「
ト
ラ

イ
や
る
・
ウ
ィ
ー

ク
」
を
実
施
し
ま

す
。
地
域
の
中
で

生
徒
た
ち
が
様
々

な
活
動
や
体
験
を
通
し
て
、
豊
か
な
感

性
や
創
造
性
を
高
め
た
り
、
自
分
な
り

の
生
き
方
を
見
つ
け
る
こ
と
を
支
援

し
、「
生
き
る
力
」
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

受
け
入
れ
事
業
者
の
方
に
は
、
生
徒

の
指
導
な
ど
に
ご
支
援
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
も
温
か
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

５
月
23
日（
月
）～
27
日（
金
）

　

原
則
と
し
て
午
前
９
時
～
午
後
３
時

▼
参
加
者　

　

夢
が
丘
中
学
校
53
名

　

浜
坂
中
学
校
86
名　

計
１
３
９
名

▼
と
こ
ろ　

校
区
内
の
各
事
業
所

▼
連
絡
先　

　

学
校
教
育
課　

℡ 

82
‐
５
６
２
７

　

夢
が
丘
中
学
校
℡ 

92
‐
１
０
９
０

　

浜
坂
中
学
校　

℡ 

82
‐
１
１
０
４

　

火
災
を
い
ち
早
く
発
見
し
、
痛
ま
し

い
事
故
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

５
月
31
日
ま
で
に
、
す
べ
て
の
住
宅
に

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
を
設
置
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
住
宅
用
火
災
報
知
器
と
は

　

火
災
の
煙
や
熱
を
感
知
し
て
警
報
を

鳴
ら
し
て
火
災
を
知
ら
せ
る
も
の
で

す
。

　

火
災
警
報
器
の
種
類
に
は
、
電
池
式

と
家
庭
用
電
源
式
が
あ
り
、
火
災
と
ガ

ス
漏
れ
を
両
方
検
知
で
き
る
複
合
タ
イ

プ
も
あ
り
ま
す
。

　

煙
を
感
知
す
る
も
の
を
「
煙
式
」、

熱
を
感
知
す
る
も
の
を
「
熱
式
」
と

い
い
、
設
置
は
「
煙
式
」

が
基
本
で
す
。
火
災
警

報
器
は
、
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク

付
製
品
を
推
奨
し
ま
す
。

○
煙
式
（
寝
室
・
階
段
な
ど
）

○
熱
式
（
台
所
、
居
室
な
ど
火
を
使
う

と
こ
ろ
）

◆
設
置
場
所

◇
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
場
所

・
寝
室　

警
報
器
は
寝
室
の
数
だ
け
必

要
で
す
。

・
階
段　

寝
室
が
２
階
や
３
階
に
あ
る

場
合
は
、
階
段
に
も
取
り
付
け
て
く

だ
さ
い
。

◆
購
入
方
法

　

電
気
販
売
店
や
ガ
ス
販
売
店
、
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。

警
報
器
の
多
く
は
、
ネ
ジ
で
天
井
に
取

り
付
け
る
タ
イ
プ
な
の
で
ご
自
分
で
も

簡
単
に
取
り
付
け
で
き
ま
す
。（
販
売

店
に
依
頼
も
で
き
ま
す
。（
有
料
）

―

問
い
合
わ
せ―

　

町
民
課

　

消
防
防
災
係　

℡
82
‐
５
６
２
１

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　
　

℡
92
‐
１
１
３
１

天井取付け
タイプ

壁取付け
タイプ

設
置
期
限
は
5
月
31
日

住
宅
用
火
災
警
報
器
を　

　
　

  

取
り
付
け
ま
し
ょ
う

町
民
ふ
れ
あ
い
の
旅　

新
型
特
急
で
行
く
尾
道
と

安
芸
の
宮
島
の
旅　

参
加
者
募
集

　

新
型
特
急
は
ま
か
ぜ
を
利
用
し
た
町

民
ふ
れ
あ
い
の
旅
で
す
。
家
族
、
職
場

の
仲
間
、
お
友
だ
ち
と
誘
い
合
わ
せ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

歯
科
診
療
所
診
療
時
間（
木
・
金
）

６
月
か
ら
変
更
に
な
り
ま
す

◇
月
～
木
曜
日　

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

　
　
　

午
後
２
時
～
５
時

◇
金
曜
日

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

　
　
　

午
後
４
時
～
７
時

※
月
に
１
回
、
鳥
取
大
学
の
領
家
和
男
教

授
（
口
腔
外
科
）
の
診
察
が
あ
り
ま
す
。

日
程
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
診
療
で
す
。
事
前
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

国
民
健
康
保
険
歯
科
診
療
所

　
　

℡
92
‐
０
１
４
０

　

健
康
課　

℡
82
‐
５
６
２
２
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草刈り機を使用した草刈り・枝きり・蛍光灯電球の交換・網戸、外の窓洗い・網戸、
障子の張り替え・家具の配置換え・台所、換気扇掃除・トイレ掃除・浴室掃除・カビ

取り・簡単な補修仕事・パソコンの設定・文章の打ち込み等、すべて一時間 1,500 円

でご利用いただけます。
[ 新温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの燃料代　1km × 15 円や、材料費等は別途
金額となります。] 　事前予約をお願い致します。まずはお電話下さい。（お見積もり無料）
　お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　担当　熊本、池上
　　　　　　　　　　　　　　　Tel 　82-2896　　担当者直通電話　080-1908-5829　

広報しんおんせん（５月号）

H23（2011）.5.12

狩 

猟 

免 

許 

試 

験

　

兵
庫
県
が
、
狩
猟
免
許
試
験
を
実
施

し
ま
す
。

　

狩
猟
免
許
は
、
狩
猟
期
間
中
に
シ
カ

や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
狩
猟
鳥
獣
を
捕
獲

す
る
の
に
必
要
な
資
格
で
す
。
県
や
町

の
許
可
を
受
け
て
実
施
す
る
有
害
鳥
獣

捕
獲
に
も
原
則
と
し
て
必
要
で
す
。

【
１
回
目
】

▽
申
込
期
間　

６
月
６
日
～
21
日

▽
知
識･

適
性
試
験
日
及
び
場
所

　

７
月
６
日
（
水
）
神
戸
、

姫
路
、

養
父

▽
技
能
試
験
日
及
び
場
所

　

７
月
20
日
（
水
）
姫
路
会
場

　

７
月
27
日
（
水
）
神
戸
会
場

【
２
回
目
】

▽
申
込
期
間　

８
月
８
日
～
23
日

▽
知
識･

適
性
試
験
日
及
び
場
所

　

９
月
10
日
（
土
）
神
戸
会
場

▽
技
能
試
験
日
及
び
場
所

　

９
月
25
日
（
日
）
神
戸
会
場

▼
免
許
の
種
類

･

第
一
種
銃
猟
（
装
薬
銃
、
空
気
銃
）

･

第
二
種
銃
猟
（
空
気
銃
）

･

網
猟
（
主
に
鳥
類
）

･

わ
な
猟
（
獣
類
の
み
）

▼
問
い
合
わ
せ　

　

豊
岡
農
林
水
産
振
興
事
務
所
森
林
林
業
課

　
　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
９
９

狩
猟
免
許
取
得
者
助
成
制
度

　

町
は
、
狩
猟
免
許
取
得
す
る
場
合
の

助
成
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
試
験
申

込
ま
で
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

農
林
水
産
課　

電
話
82
‐
５
６
２
６

初 

心 

者 

講 

習 

会

　

㈳
兵
庫
県
猟
友
会
の
主
催
で
、知
識
・

技
能
に
関
す
る
初
心
者
講
習
会
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

▼
と
き　

　

1
回
目　

６
月
４
日
（
土
）

　

２
回
目　

８
月
６
日
（
土
）

※
会
場
は
兵
庫
県
中
央
労
働
セ
ン
タ
ー

（
神
戸
市
中
央
区
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
猟
友
会

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
１
‐
８
１
２
７

第
36
回
５
０
０
才
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

親
善
大
会
参
加
者
募
集

▼
と
き　

６
月
26
日
（
日
）
午
前
９
時
～

　

※
雨
天
中
止

▼
と
こ
ろ　

健
康
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
対
象　

町
内
在
住
で
、
男
性
は
45
歳

以
上
、
女
性
は
30
歳
以
上
の
方

▼
参
加
料　

無
料

▼
応
募
期
限　

６
月
３
日
（
金
）

▼
抽
選
・
監
督
会
議　

　

６
月
８
日
（
水
）
午
後
７
時
30
分
～

　
　

町
民
セ
ン
タ
ー

　
　

代
表
者
は
必
ず
出
席
の
こ
と

▼
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
分
室

　

℡ 

92
‐
１
８
７
０

試　

験

▼
と
き　

６
月
24
日（
金
）～
25
日（
土
）

▼
内
容　

尾
道
市
内
（
千
光
寺
）、　

厳

島
神
社
参
拝
、
呉
（
大
和
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
・
鉄
の
く
じ
ら
館
）
な
ど

※
24
日
は
、
温
泉
総
合
支
所
か
ら
浜
坂

駅
ま
で
無
料
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

１
２
０
名

▼
旅
行
代
金　

大
人
１
人
３
万
５
千
円

▼
申
込
締
切　

５
月
31
日
（
火
）

▼
共
同
企
画　

新
温
泉
町
・
新
温
泉
町

交
通
政
策
研
究
会

▼
問
い
合
わ
せ　

　

Ｊ
Ｒ
浜
坂
駅　

℡
82
‐
１
０
１
９

　

役
場
企
画
課　

℡
82
‐
５
６
２
４

家のことの不便、悩みあきらめないで！！

買い物、病院等への外出の付き添い・墓掃除・草抜き・

【広告】
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広
報　

し
ん
お
ん
せ
ん

編・集・後・記

満開のシダレザクラを愛でてきました。泰雲寺
の駐車場には京都や神戸ナンバーの車のほか、な
んと久留米に岐阜がありました。桜前線を追いか
けている方もあるのでしょうか。階段を登ると、
４月中旬というのに本堂の前には雪が残っていま
した。九州や京阪神から来られた方はさぞや驚か
れたことでしょう。

ところで、お知らせ版の表紙が変わったのにお
気づきでしょうか。絵の中央には西光寺のソメイ
ヨシノが咲いています。絵手紙講師の木本博明さ
んと味原川清流会の岡部良一さんにタッグを組ん
できただき、まちをよく知る人の目で「まちなか
探索」をしていただきます。なんとなく見過ごし
ている風景やひとの営みも紹介できると思いま
す。ご期待ください。仲

           ３月 16 日～４月 15 日届け出分　　（敬称略）
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●まちのうごき●　
　5月1日現在

（　）内は前月比

人　口 16,711 人 （ｰ 45）

　男 7,936 人 （－ 25）

　女 8,775 人 （－ 20）

世帯数 5,821 世帯 （－   2）

うぶごえ

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

まちのうごき

ご冥福をお祈りします


